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 皆さま，あらためましてこんにちは。浜松市教育委員
会の櫻井と申します。よろしくお願いいたします。では
ここからはパソコンの操作をしながら，座らせていただ
きたいと思います。
 まず，私が在籍している教育委員会指導課の教育総合
支援センターについて説明します。私は外国人支援グル
ープに所属しています。教育総合支援センターには三つ
のグループがあります。外国人支援グループのほかに発
達支援グループ，それから相談グループです。発達支援
グループは特別支援教育に関係している，主に就学相談
をするグループです。相談グループは不登校やいじめな
ど様々な問題について，先生方や親御さんからの相談に
応えています。
 この三つのグループが一緒になっているのは，ワンス
トップ相談を行うということで，外国人のお子さんで発
達の問題を抱えている，外国籍で不登校の子がいる，日
本人も不登校の問題を抱え特別支援でもフォローしてい
る子どもがいるというように複雑に絡んでいる問題も一
つの場所で相談に乗っていこうという意味で 3 年前にで
きました。
 それでは始めていきたいと思います。浜松市には皆さ
ん，どういうイメージがありますか。浜松市は，日本の
ちょうど真ん中あたりのところで，静岡県の西部地区に
あります。東西 52km，南北 73km で，日本の市町の中
で第 2 位の面積ということになります。ちなみに第 1 位
は高山市だそうです。人口は約 80 万人です。いちばん
下のところが市役所がある中心地です。外国の子どもた
ちはさまざまな地域にいまして，いちばん北でいうと浜
松市の「浜」という字の上のところにも，外国の子ども
たちがいます。支援者を派遣するのがなかなか大変です。 
 浜松市の名物というと，こんな感じかと思います。こ
の中に音楽，ピアノの写真があります。オートバイなど，
浜松市は製造業の町です。スズキ自動車やヤマハ，ホン
ダなどの会社もあります。その下請けの工場がとても多
く，そこに働きに来ている外国人の労働者がおり，その
子どもたちが学校に就学しているという状況になります。
いちばん下にも載せておきましたけれども，最近「いだ
てん」に出てきている田畑政治さんもゆかりの方ですね。 
 少し自己紹介をさせていただきます。静岡県の教員と
して採用されまして，浜松市が合併して今のように大き
くなる前に，県の西部地区の小さな町で小学校の教員と
して勤務を開始しました。その後，平成 17 年に浜松市
立遠州浜小学校で外国人担当となりました。初めて外国
の子供たちを担当しましたが，指導することに面白さを
感じ，外国人担当として 5 年間勤務しました。外国の子
どもたちがどんどん増えてきているところだったので，
自分がこうしたい，ああしたいという思いを校長に伝え
たら，「いいね，いいね」ということで「これもできる，
あれもできる」と，どんどん体制をつくっていき，5 年
間あっという間に過ぎました。
 そのあと，浜松市立佐鳴台小学校に転勤しました。こ
こも外国人の子供たちが多い地域で，2 年間外国人担当
を務めました。その後，どうしても学級担任に戻りたく
なり，校長先生に頼んで戻してもらいました。学級担任
は面白いなと思っていたら，教務主任になったので，そ
の 1 年間だけでしたが，久しぶりに担任をやりました。
そのあと富塚小学校に転勤し教頭を 2 年間務めて，平成
29 年から現在の教育総合支援センターに参りました。 
 ご覧のスライドの上のほうに「中学校の免許は理科で
す。昆虫飼育，植物観察が好きです」と書いてあります
が，外国人担当だから英語の免許というわけではなく，
外国人指導担当専門の免許がないので，校内人事の関係
で誰が担当になるか分からない，そういうのが外国人担
当かと思います。
 浜松市の状況です。外国人登録者の推移ですが，これ
は大人も含めたものになります。平成 31 年 4 月末で約 2
万 5000 人の外国人登録者があります。ブラジルの人た
ちが 4 割ほど，そしてフィリピン，ベトナムと続いてい
ます。
 これは市内の小中学校に在籍する外国籍の児童生徒の
推移です。5 月 1 日現在で 1796 人の子どもたちが在籍
しています。先ほどの大人のグラフと比べると，上がり
方が急になっています。平成 20 年のリーマン・ショッ
クのあと，減ってきましたが，平成 27 年からまた増え
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てきて，昨年は過去最高の在籍数でした。さらに今年に
なって，またそれを更新したということです。今後も増
え続けていくのではないかと思っています。 
 中でもフィリピン国籍の子どもたちが，平成 27 年か
らとても増えています。 
 国籍別のグラフについて，これも大人と少し違い，ブ
ラジルが約半数です。ペルーも入れますと，6 割が南米
の子どもたちということで，次いでフィリピン，ベトナ
ム，中国，インドネシアとなっています。最近インドネ
シアの人たちも増えてきています。 
浜松市小中学校への在籍は，国籍で 30 か国と多国籍
化が進んでいます。 
 この表は外国籍の児童生徒が，学校にどのくらいいる
かということを表したものです。いちばん左側が在籍数
です。その横が小学校，中学校の校数になります。いち
ばん多いのが，在籍数が 9 人以下の学校で半数です。そ
の反面，在籍が 90 人以上いる学校も小学校で 2 校，80
人の学校が 1 校ということで，集中と分散が一緒になっ
ている町になります。市内の 82.2％の学校に，外国の子
どもたちの在籍があります。 
 では，日本語指導が必要な子どもたちはどのくらいい
るかということです。日本国籍，外国籍合わせて 1359
人の子どもたちに日本語指導が必要であると，学校から
挙がっています。日本語指導が必要というのは，日常会
話ができないことはもちろん，日常会話ができても学年
相当の学習言語，先ほど後藤先生からも話が出ていまし
たが，学習言語の力がなくて学習活動の取り組みに困難
を感じている子どもたちも含まれています。 
 外国籍の子どものみが日本語指導が必要なわけではな
くて，海外の在外教育施設である日本人学校，現地の学
校や補習校に行っていた子どもたちが帰国してきたとき
に，日本語の困難さを感じる。そういうことが，最近増
えています。以前，海外に行っていた日本の子どもたち
は，親が意識して日本語を教えていたと思います。人に
よって様々であると思いますが，最近はそういう傾向が
あまりなくて，現地に行ったら現地の良さを思いきり肌
で感じさせようと，そのような教育をされる親御さんが
多いのかなと思います。日本に戻ってきたときに日常会
話はいいけれども，読み書きがあまりできないという子
どもたちが増えています。それから日本国籍を持ってい
るけれども，両親のどちらかが外国籍，両親ともに外国
籍であるが，日本国籍を取得したという子どもたちも含
まれています。 
 では，浜松市に外国の子どもたちがたくさんいるのは
なぜかということについて説明します。1990 年に入管法
が改正されて，日系 2 世および 3 世とその家族に在留資
格が与えられるようになりました。それによって日系人
といわれる人たちが主に南米からやってきて，浜松のも
のづくりの現場で働くようになりました。それがきっか
けです。 
 今後の見通しとして，さらに増えていくことが予想さ
れます。今年 4 月 1 日に入管法が改正されました。新た
な在留資格として，特定技能という資格が導入されまし
た。ただ特定技能には 1 号，2 号があります。1 号は，
家族を同伴して来ることが認められていません。けれど
特定 2 号になりますと家族の帯同が許可され，その人が
希望して，きちんとその資格に見合えば更新を繰り返す
ことができるということです。数年後には，この資格を
取る人が出てくることが考えられます。浜松は日系人の
方がとても多いのですが，それに加えて特定技能 2 号が
入ってくると，減っていく要素はないかと考えています
ので，増えていくだろうと思っています。 
 増え続ける外国人の子どもたちに対して，どのような
支援をしていくかということです。主に三つの事業を行
っています。 
まず一つ目として就学相談と適応支援，それから母語
支援の充実。二つ目として日本語能力に応じた支援の推
進。三つ目としてライフコースで必要な支援をしていこ
うということです。ライフコースとはその子が成長して
いく道筋のことです。 
 では，一つ目の就学相談と適応支援，母語支援の充実
についてです。主に四つの支援を行っています。まず一
つ目として，教育相談です。電話やセンターに来訪して
母語で相談する保護者の方々がいます。ポルトガル語，
スペイン語，タガログ語，英語，フランス語，中国語の
相談員等が，教育委員会の教育総合支援センターに常駐
しておりますので，そこで相談を受けています。年間 600
件の相談があります。 
 主には「日本の学校に入りたいのですが，どうしたら
いいのですか」というような相談です。他には，「勉強を
いくらやってもついていけないのですが」「高校に行きた
いと思っているけれど，どのような高校がありますか」，
それから「うちの子がいじめられているみたいだけれど」
「学校に行きたくない」というような日本人と同じ悩み
を抱えていることが分かります。 
 二つ目として，学校の要請を受けて相談員が訪問して
います。学校が生徒指導などで子どもや保護者を呼んで
話をしたいときにバイリンガルが通訳として学校に行き
ます。また，三者面談，懇談会などでも訪問します。 
 三つ目として就学ガイダンスを実施しています。浜松
市の学校に国外や外国人学校から編入する場合，浜松市
外から転入してくる場合にガイダンスを行っています。
昨年度は学齢（今現在学校に入る年齢であるという子ど
もたち）181 人と，次年度 4 月に小学校 1 年生に上がる
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子どもたち 210 人に対して，ガイダンスを行いました。 
 それから他の市町ではあまりしていないことですけれ
ども，母語教室を開催しています。ポルトガル語，スペ
イン語，ベトナム語だけですが，なぜ母語教室を浜松市
の教育委員会が行うのかというと，日本の学校に在籍し
てしばらくたつと，子どもたちの母語の力が伸びていき
ません。（日本語で勉強していくので，母語の力が伸びて
いかないのですが）その後，小学校の高学年から中学生
になっていくと，だんだん親のことをばかにしたり，親
に頼らなくなったりすることがあります。金銭面では頼
らないと生きていけないのですけれども，何かあっても
相談をしないという現象がおきます。「どうせうちの親は
日本語が分からないから」，「この人が日本語が分からな
いから悪いんだよね」みたいなことを言い始める子もい
ます。 
 子どもたちは，母語が伸びない代わりに日本語がだん
だん上手になっていきます。親は日本語を勉強する機会
をあまり持っていないので，子どもたちが相談をしたい
思春期特有の相談（学校で友達とうまくいかないとか，
進路を決めなければいけないけれど，どうしたらいいの
か，中学校に入ったときに部活動があるけれど，部活動
って何とか）に親が乗ることができない状況になります。 
 そういうときに子どもたちは「自分はいったい何人（な
にじん）なんだろう」と，自己肯定感が下がってしまい
ます。そこで，親子で母語について触れる機会を持ち「じ
ゃ，母語を勉強してみようか」と，そういうきっかけづ
くりになればということで，母語教室を開催しています。 
 次に，外国につながる子どもたちを受け入れるチャー
トをご覧いただきたいと思います。まず初入国，再入国，
それから市外から転入してくる場合に，区役所で手続き
をします。そのあとで私どもの教育総合支援センターに
来ます。ここで就学ガイダンスを行います。その後，教
育総務課で編入学の申し立て手続きをします。結核まん
延国から来ると結核の検査が必要です。就学ガイダンス
で結核に関する問診を行い，必要であれば検査につなげ
ます。教育委員会の入っている建物の横が総合病院です
ので，そこと連携してガイダンスに来たときに検査が受
けられるようになっています。その後，就学ということ
になります。これは外国人学校から来る子たちも同じ流
れになります。不就学を確認したり，登録したりするの
は，国際課から委託を受けている浜松国際交流協会が行
っています。不就学からの流れも同じ流れになっていま
す。現在，浜松市の外国人児童生徒の不就学はゼロとな
っています。 
 就学ガイダンスで聞き取る情報です。バイリンガルが
いない学校に代わって保護者から直接，聞き取りを行い
ます。本人の名前，保護者の名前，勤務先，電話番号な
どに加え，前はどこの学校にいたのか，日本にやって来
たのは初めてなのか，日本生まれなのか，日本に来たあ
との移動歴などを聞きます。 それから発達障害，宗教，
そして健康状態，特に命に関わるアレルギーについての
聞き取りも重要です。 
また，日本語の能力も調べます。DLA を使います。も
しご興味のある方は，「DLA」とインターネットで検索
をしてみてください。これらの聞き取った内容を，デー
タで学校に送付しています。 
 なぜ，ここまで詳しく聞き取っていくかということで
すが，学校の先生方には，多様な子どもの背景を理解し
た上で授業をしてほしい，指導をしてほしいという思い
があります。言語や文化についてはもちろん，国籍や出
身地でひとくくりにしないということも，多様性に配慮
することにつながります。 
 例えば「フィリピンから来ました」というとタガログ
語つまりフィリピノ語だと思う人もいますが，そうでは
ないのですね。フィリピンは島国です。島ごとに母語が
異なります。浜松市に在籍している子どもたちも様々な
島から来ています。ビサヤ語，イロカノ語というように
母語の種類も様々です。聞き取りをしないと，分からな
いことが他にもあります。宗教もそうです。宗教によっ
ては，学校の給食が食べられないことがありますし，音
楽，体育など，参加できない教科もあります。それはそ
の宗教だからどう対応するということではなくて，親が
どこまで戒律を守っているかというところにもよるので，
それぞれ一人一人に聞き取っていく必要があるかと思い
ます。 
 さらに，日本に来た理由，時期，将来はどのように考
えているかなども聞き取りをします。親の就労について
きた子どもは，永住を希望する子どもが多いのですが，
留学についてきた子どもは，留学が終わってしまうと帰
国します。ですので，身に付けさせなければならないこ
ともその置かれている状況によって異なってくるという
わけです。 
また，日本生まれなのかということも聞き取りします。
日本生まれで日本の幼稚園や保育園に行っていると，一
見，日常会話も流暢にできるものですから，「この子は何
も心配ない」と思いがちです。でも日本人の子どもと比
べると，当然日本語に触れる機会，それから意味付けを
してあげる環境がありません。低学年のうちは学習につ
いていけるとしても，中学年，高学年になるにつれて，
だんだんついていけなくなるという状況にもなります。 
 それから，日本で生まれて，日本で育ってきているよ
うだけれど，途中で本国に帰ったりまた来たりを繰り返
している子供もいます。そうすると，例えば 2 年生の時
期に帰国していると，今後の学習に必要なかけ算九九の
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勉強が抜け落ちてしまうということになります。どこの
タイミングで本国に帰っていたのかということまで聞き
取りをします。
家庭の環境に子どもたちはとても左右されます。日本
にある外国人学校で母語を使って学習したいという子ど
もの意に反して，経済的な理由で公立の小中学校に編入
してくる子どももいます。このような子供は学習に対す
るモチベーションがとても低いようです。自分の母語や
母文化と異なる環境で学んでいるという困難さがある上
に，社会や経済的な条件の変動により困難に直面してい
ることを，学校の先生方が理解した上で指導をする必要
があると考えています。
 就学ガイダンスで説明する内容はご覧のとおりです。
特に説明をきちんとしなければいけないのが，日本の学
校のシステムです。中学校で来た子どもたちは，高校へ
の進学を希望するケースがほとんどです。浜松市では，
外国籍の子どもたちの高校進学率は 8 割になっています。
でも中には，とても残念なケースもあります。
 例えば，私立高校に合格したけれども，入学金を用意
できなくて入学を断念したというケース。それから母国
の高校は義務教育だったので，子どもの力に見合うとこ
ろならどこでも入れると思っていて準備が遅れたケース。
そういう残念なことにならないようにシステムを説明し
ています。それ以外に説明する内容はこの表をご覧くだ
さい。
 次に，日本語能力に応じた支援の推進についてです。
指導には，取り出し指導と入り込み指導があります。教
育委員会でのガイダンスが終わりますと初期適応指導が
始まります。これは文部科学省から出ている手引きには，
「サバイバル日本語」と書いてありますが，その指導の
必要があるかどうかを判断します。指導が必要だという
ことになると，取り出し指導で初期適応指導を行います。
バイリンガル支援者を派遣します。浜松市は南北に
73km と，とても広いのですが，どこの学校に就学して
も 4 時間×10 日間は必ず派遣をします。 
 バイリンガル支援者はあいさつの仕方や教科の学習内
容を教えたり，体の不調を訴える言葉を教えたり，簡単
なひらがなの言葉の読み，給食とは何をするのか，時間
割はどうやって合わせるのか。それから母国で学習した
ことのない技能教科について，音楽のときにはこれを用
意してここに並ぶなど，来日して初めて出会う日本の学
校の習慣について，バイリンガルが派遣されている期間
に教えていきます。終了後は，初期適応指導の 10 日間
を過ぎても日本語が話せるようになるわけではありませ
んので，他の学校に指導の必要な子が入ってこなければ，
同じ子どもに週に 2 日から 3 日で，入り込みの支援をす
ることになります。
 それが終わりますと，日本語の基礎の指導をします。
70 時間，67 文型の指導をします。初期適応指導は必要
ないけれども，日本語学習支援が必要という子どもを含
めて日本語の学習支援者を派遣します。教科の補習や日
本語と教科の統合学習である JSL カリキュラムによる
指導も行います。でも，全く支援は必要ない子どもには
直接，在籍学級にて日本語で学びます。初期適応指導の
ときには連続して取り出しを行いますが，4 番の日本語
基礎指導からあとは，在籍学級で学習することが基本で，
支援者が派遣されたときだけ在籍学級から取り出し指導
を受けます。
 時系列に沿った支援者の派遣スケジュールです。在籍
後 2 年，3 年たつと日常会話は流暢になりますが，なか
なか学習についていけないという子どもたちがいます。
これは生活言語能力と学習言語能力で必要とされる能力
の違いです。
例えば 5 年生の国語教材で「わらぐつの中の神様」と
いう物語があります。日常会話では，「このお話の中に誰，
出てきた？」のような聞き方をします。答える方も「う
ーん，マサエとか，おみつさんとか。」「他に誰がいた？」
というように，双方向のやり取りができるんですね。で
も学習になると，「この物語の登場人物の言動から気持ち
を考えよ」という言葉に変わっていくんですね。そうす
ると「登場人物？ 言動？ 何だろう」という話になっ
てくるわけです。分からない言葉があると止まってしま
い，そこから先が分からないとなってしまいます。
 一斉授業では双方向のやり取りができず，聞き返した
いけれども，聞けない。それから学習していない内容や
積み上げできていない内容もあって分からない。さらに，
母文化にない事柄については想像できない。「わらぐつの
中の神様」で，雪が降って雪でスキー靴がぐしょぐしょ
にぬれてしまったというシーンがあります。でも雪を見
たことのない子は，雪が降ってくるとぬれるということ
を知らないので，想像できないのですね。他には先生が
何を言っているか，何を言わなければいけないのかが分
かっているけれど，それを表現するだけの日本語の力が
ない，という子どもたちもいます。
 このような状況の子供たちに，学級担任だけではとて
も支援しきれません。グループ活動の中や話し合いの中，
子どもたちの学び合いの中で，お互いに学習していくこ
とが必要です。そのためには学校生活のほとんどを，在
籍学級で過ごしている子どもたちの居場所づくりをする
ことがいちばん大事になります。
これは浜松市のある学校で実践されていた例です。学
級に 2 人のフィリピン国籍の子どもがいました。この子
どもたちの状況を見て，担任の先生がクラスの子どもた
ちにアンケートを取りました。「外国人の友達を見て，頑
－ 98 －
  
張っているな，すごいなと感じたことはありますか」と
いう問いに 29 人全員が「ある」と答えています。ここ
のクラスは，温かいとてもいいクラスですね。「頑張って
いる」ということを認めているクラスです。でも，それ
では担任の先生は少し不満だったのです。「外国人の友達
が困っているのを見たことがありますか」という問いに
「ある」と答えた子どもは 13 人，「ない」と答えた子ど
もは 16 人だったのです。その「ある」という子どもた
ちは，「声かけ，手助けをしたことがある」と答えた子ど
もは 8 人，「やろうと思ったけれど，できなかった」が 5
人。「ない」という子が 16 人いることに，担任の先生は
問題意識を感じたんですね。フィリピンの子が困ってい
ることに気づいて，子どもたちに共感させたいと思った
らしいのです。そこで学級活動の時間に，タガログ語の
みの授業実践を行いました。私もこれは何と書いてある
のか分かりませんが，これを提示したそうです。この学
校にはタガログ語の支援員がいましたので，支援員がい
きなり教室に入って行ってタガログ語で話し始めました。
すると，いつもは発表しない 2 人のフィリピン国籍の子
どもたちが，自信をもってスラスラ答えたんですね。周
りの子どもたちは，いつもは全然発表できないのに，こ
のときだけはスラスラと答えているということでびっく
りしたそうです。4 年生の学級でしたので，日本語であ
ればこの 1 年生レベルの算数の問題は何なくできるんで
すね。子どもたちは「タガログ語でスラスラ答えてかっ
こいいな」，「簡単な問題なのにタガログ語だと，自分は
まったく分からないんだ」，「反対のことがこの子たちに
も言えるんだな」ということが分かり，グループで話し
合いをしました。もしかしたら遊びたくても「遊ぼう」
と言えなかったかもしれない，困っていたけれど「教え
て」って言えなかったかもしれない。じゃ，自分たちか
らできるだけ話しかけるようにしよう。そんなことがグ
ループでまとまったそうです。やはり，担任の先生によ
る学級づくりというのは，日本語指導を必要とする子供
たちの居場所づくりに大きく関わっています。 
 先生方に向けても教員研修をしていかないといけない
と考えます。その中でも多文化共生，国際理解の研修も
しています。 
それからバイリンガルの支援者に向けての研修会も行
っています。最近は特別支援や進路に係る相談がとても
多く，母国にない単語の訳し方によって，保護者の理解
に差が生じてはいけないので，必要な研修会であると考
えます。 
 最後にライフコースにおける支援の推進です。普通の
日本人の保護者でしたら，部活動というのはこういうこ
とだと分かるし，高校受験というのはこんな苦労がある
んだと分かります。けれど日本でそういうことを経験し
ていない保護者にとって，まったく分からない状況にな
ります。そこで主に四つの支援をしています。 
 入学準備ガイダンス，これは新 1 年生に向けてです。
昨年までは 10 月に行っていたのですが，今年度からプ
レスクールを実施できることになりましたので，今年度
はプレスクールの中で行います。それから進路について
語る会，ロールモデルとの出会い，ステップアップクラ
スとなっています。 
 まず入学準備ガイダンスです。来年 1 年生に上がる保
護者，それから子どもたちに，入学すると必要なもの，
入学式とはどんな服装で参加するのか，入学後にすぐあ
る行事，提出物などの話をしています。 
 それから進路について語る会。これは浜松市内の高校
を卒業した外国の方に来てもらって，高校受験でどんな
勉強をしたのか。自分がその高校を受験したのはどうい
う理由かなどを聞きます。また子供の高校受験を経験し
た保護者にも来てもらって，「自分は子どもが高校受験を
するということを聞いたときから，このようにお金を貯
めました」とか経験を語ってもらいます。NPO の方から
は，正規雇用と非正規雇用の賃金の差だとか，そういう
こともお話をしてもらっています。 
 さらに，ロールモデルとの出会いです。昨年，担当教
員とロールモデルとの出会いをやってみました。左側の
写真の方は，浜松市の消防士さんでブラジル出身の方で
す。先生たちに聞いてもらったのは，日本語がうまく話
せない子どもたちがどのような進路をとって，社会に出
ていくのかということを先生たちが理解することによっ
て，指導する先生方のモチベーションを上げるという目
的がありました。日本語が分からない子どもたちも一生
懸命頑張れば公務員にもなれるということを，先生たち
に理解してもらいました。 
 右側の写真は，学校へロールモデルを派遣したときの
写真です。このときは保護者と外国の子どもたちに話を
聞いてもらいました。この方は中学校 3 年で日本の学校
に入り，工業高校に進学しました。すごく頑張ったと思
います。そして大学でデザインの道に進み，今は自動車
会社でヘッドライトのデザインをしている正社員の方で
す。この方には，中 3 で学校に入ったときの不安，思い
とか，どうしてその進路をとったのかを説明してもらい
ました。 
 また，ステップアップクラスを開催しています。高校
進学を目指す中学生対象に夕方 17 時 45 分から 19 時ま
で，市内の 2 カ所の会場を借りて学習会を行っています。
一斉指導ではなくて，子どもたちが分からないところを，
指導者に聞くというスタイルでやっております。 
 来年から学習指導要領が新しくなり，その中で今まで
の学習指導要領にないことが書かれています。それは「日
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本語の習得に困難のある児童（生徒）」についての内容が
初めて書かれました。ここはすごく大きなことだと思い
ます。
それも踏まえまして 2019 年，今年の 3 月に，文部科
学省から「外国人児童生徒等受け入れの手引き」が改訂
されたものが出されています。私たちもこれを読んで施
策のほうに生かしています。学校側がやらなければいけ
ないこと，それから担当としてやらなければいけないこ
となどが詳しく書かれています。
 大切なことは，子どもたちの母語や母文化を大切にす
る環境づくりです。子どもたちが自信をもって，自分の
強みを生かして社会に出て活躍できる。そんな機会が与
えられるような指導ができるといいなと思います。また
自分で学習する力，自律した学習ですね。そういう力を
つけさせるような指導の仕組みをつくっていきたい。そ
れから何よりも夢や希望を持って進路を選択する，学習
をしていく。そんな子どもたちにしていきたいと思って
います。
 先ほど学部長さんと話をさせていただいたときに，国
際教育コースができたということでした。これは宣伝で
すが，8 月 5 日（月）3 時から，ちょっと遠いのですが，
文部科学省で「トビタテ！グローバル教師フォーラム」
があります。そこで浜松市の教育長が話をします。在外
教育施設に行った先生がこちらに帰ってきたときに，向
こうで培った技能，持ってきた知識，ノウハウをこちら
の日本語指導に生かす。そういう取組も，今後始まって
いきます。みなさんは，これから勉強して教員の資格を
取って，教育者として生きていかれるかと思います。浜
松に来ていただけるとそういうチャンスも広がります。
ちょっと遠いですけれど，ぜひ来ていただければと思い
ます。私の話は以上です。ありがとうございました。（拍
手）
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